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斧，有肩石斧，・スイギュウの歯の形・の石奔に使用し，燧石は装飾品に，玄武岩は石皿，石杵に利
用されている。
ビエンホー文化の石器は，有肩石斧や ・スイギュウの歯の形・の石奔，片石器，V字形の溝を
もつ石皿，周囲が磨かれた痕跡のある石皿，中央に孔のあいた丸石，断面がT字形の腕輪，そして
双獣頭形耳飾りなどである（図7）。
有肩石斧と ・スイギュウの歯の形・の石奔の2種類の石器は，ビエンホー文化の主要な石器である。
有肩石器の多様性は，肩部にあらわされている。多数は撫で肩の有肩石斧であり，方角の肩部，鋭角
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図7 ビエンホー文化の石器
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の肩部，はっきりしない肩部のものがある。大多数の有肩石器は切断面がレンズ形をしている。研磨
やキリの技術は精度がかなり高い。磨かれた石器は，規格精度も高い。
ビエンホー文化の土器は，砂粒を混ぜた粘土で回転台を使い製作されるものが多い。焼成温度は高
い。土器の量は多く（150m2で70,000点の破片），器種も豊富である。主要なものは鍋形で頸部が曲が
り，胴部が膨らみ，丸底である。他に鉢形土器がある。鉢は直口縁で身はほっそりし，脚は低い。逆
に，高坏は中心部が浅く，脚は高い。他に，甕やゾウの鼻のような注口をもつ土瓶がある。また，土
製円盤や土玉，土錘がある（図8）。
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図8 ビエンホー文化の土器
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土器は縄目文や沈線文，点文，穿孔，黒色あるいは赤色に塗彩されている。文様は曲線文，波状文，
縦の列点文，C字文などである。各文様は調和がとれ，横列に配されている。
ビエンホー文化の発見と研究，さらにルンレン（LungLeng）や他遺跡における遺物群の発見によ
って，国内外の研究者の関心が高まっている。
新石器時代後期の別の遺跡群
●タイバック遺跡群（ソンラー省とライチャウ省）
M.コラニーは，1927年に遺物を発見している。その後，今日まで考古学者たちは主にソンラー省
で多くの種類の石器と土製の鋤，有肩斧，方角斧，ノミ，紡錘車，装飾品を見つけている。石器は全
面磨製で，精巧である。石器製作は高い専業化がみられる。ここでは，石器製作の他に主にソンラー
省のトックキム（ThocKim）のように腕輪を専門とする製作が確認されている。
険岨な山地地帯であり，海から遠く離れているが，人びとは平原地帯や海岸地帯の居住民とダー川
を通して交流をもっていた。おそらく，タイバック（TayBac）には研究者たちが関心をよせる多く
の先史時代の遺跡がまだあるであろう。
●北中部山地地帯の遺跡群
タインホアゲアンの西の山地地帯の遺跡や遺物が外国人研究者によって1936年に発見されている。
多くの洞穴や岩陰に新石器時代後期の居住痕跡がみられる。
有肩石斧や若干の全磨製方角石斧は，ゲアン省の山地地帯の主要な石器である。方角石斧は真直ぐ
で小さな刃部は曲がり，身部は短く，それほど研磨されていない。方角の有肩石斧はよく磨かれてい
る。クアンビンの有肩石斧は，柄部が大きく，ゆるやかな肩部で一部に打割面を残す研磨である。ク
アンビンでは火山岩を利用し石器を製作し，また塗彩土器があるのに対して，ゲアンではそれがなく，
その違いは地理的立地に由来する。
クアンビンクアンチの西の山地地帯の石器と土器は，特にミンカム（MinhCam）の採集品は方角
石斧や有肩石斧，腕輪，片，ノミ，丸く割られ周囲を磨かれ，中央に孔のあいたカキ殻片，数珠玉，
粗製石器，骨製尖頭器，装飾品，それに土器である。粗製土器は各種の鍋形，瓶甕形，鉢形があり，
そのなかには脚があるものも若干みられる。文様は縄目文や歯文，沈線文などと粗い赤彩がみられ
る。
●タイグエン遺跡群
コンツム（KonTum）省のコンツム市周辺やサータイ（SaThay）県に遺跡が確認されている。
石器は鋤や ・スイギュウの歯の形・の奔，有肩石斧，有肩石奔，その未製品，中央に孔のある丸石
である。これらはビエンホー文化の石器と類似している。ビエンホー文化と相違している点は，タイ
グエンの石鋤の方が大きく，形態も違う点である。
ダクラク（DakLak）でも考古遺物がみつかっている。石器は多くの種類がみられ，特に鋤，有肩
石斧，方角石斧，石鏃，石皿，木皮の叩き具，そして装飾品である。
石鋤は大きく，長く，厚く，身は曲がり，幅広の刃部，柄部は狭く小さく，横断面は方形で全磨製
である。・Dam da・（ザムダー）と呼ばれるイカの甲の形に似ている石鋤は，身部が長くて薄く，曲
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がっている。横断面は楕円形を半分にした形である。これは現在のところ大変少なく，ダクラクの2
遺跡以外にはない。
方角石斧と方角石奔は有肩石斧や有肩石奔よりも多く出土している。方角石斧は切っ先が小さく，
刃部は左右対称で断面は長方形である。有肩石斧は大多数が撫で肩であり，肩部の左右は均しくなく，
柄部は長く，断面は平らな楕円形である。
ビエンホー文化を除いて，タイグエンの考古遺跡や遺物はまだ系統的に踏査や試掘発掘調査が実
施されていない。そのため，この地域における遺跡や遺物の発見が少なく，タイグエン地域における
新石器時代後期文化の特徴や性質を確定する基礎的資料にかけている。当然のことながら，現在知ら
れている資料からタイグエン地域の新石器時代後期文化の一面を理解するのは可能である。
まず，タイグエン人は森と渓流を利用し，生活をしていた。文化層はかなり薄いため，一箇所に長
く居住することはなかったのであろう。
タイグエン人の主要な遺物は石器である。コンツムとダクラクの地域の石器は，少し様相が異なる。
コンツムでは，有肩と方角の石斧石奔，石鋤，孔のある丸石があり，そのなかで有肩石斧石奔は，
方角石斧石奔よりも多い。逆に，ダクラクでは無肩の石斧石奔や有肩石斧石奔，石鋤，孔のあ
る丸石，木皮の叩き具があり，無肩の石斧石奔が有肩石斧石奔よりも多い。コンツムの石器はよ
りビエンホー文化のそれに類似している。
概括すると，ベトナムにおける新石器時代，あるいは ・新石器革命・はかなり早くから出現し，そ
れは18,000BP頃から開始し，4,000BPには終了していたのである。
ホアビンバクソン文化の居住民は，ベトナムにおける ・新石器革命・の先導者であった。ホアビ
ンバクソン文化の後の新石器化の道は，石器製作技術を最高度にまで発展させ，多様で豊富な生産
道具を作りだし，多くの手工業部門を発展高度化させ，特に農業と飼育の誕生をみたことである。
・新石器革命・は，・ベトナムの金属器革命・の出現に必要な前提を作りだしていたのである。
（解説）
旧版では，新石器時代後期の文化として，バウチョー文化とハロン文化が紹介されているだけであ
った。北部から南部の高原や山地地帯の遺跡については，「現在の研究状況下では彼らの生活や分布
のありかたについて，まだ明確にすることができていない」と言及されていた1）。ところが1990年
以降，中部高原地帯で比較的規模の大きな発掘調査が実施され，当該地域の様相が徐々に判明してき
たことが新版の記述でわかる。旧版と新版の大きな違いがここにある。
新版では，北部から中部高原地帯にいたる新石器時代後期の多様な様相を紹介しているが，地域間
交流や石器群の相違についての理解など，考えるべき課題が多い。特に，ハロン文化に関しては，こ
れまでの欧米人の見解を否定し，内的発展を跡付けているが，ハロン文化に特徴的な有段有肩石奔は，
中国の南部を起源として香港や海南島，台湾に拡散したという見解もあり，広い視野からの今後の研
究が必要であろう。
ところで，ハロン文化を扱った研究書としては，1999年にハロン湾管理委員会から刊行されたハ
ーフーガー（HaHuuNga）氏とグエンヴァンハオ（NguyenVanHao）氏共著のHaLong
ThoiTienSu（先史時代のハロン）があり，その第3部にまとめられた論攷が代表的なものである。
バウチョー文化を扱った研究書には，2000年に社会科学出版社から刊行されたファムティニ
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ン（Pham ThiNinh）氏の博士論文をもとにしたVanHoaBauTro（バウチョー文化）がある。
マイファー文化やハージャン文化を扱った研究書は，2007年に社会科学出版社から刊行されたブ
イヴィン（BuiVinh）氏のHanhTrinhVanHoaTienSuVietNam（ベトナム先史文化の階梯）
があり，そのなかの第2部にまとめられた論攷が代表的なものである。また，ハージャン文化の遺跡
が分布するイエンバイ省の考古学をまとめた専門書として，2004年に社会科学出版社から刊行され
たグエンヴァンクアン（NguyenVanQuang）氏のTienSuvaSoSuYenBai（イエンバイの
先史時代と原史時代）がある。これは，氏の博士論文を書きあらためたものである。
タイバック地域は西北山地帯であり，ターイ（Thai）民族やフモン（H・mong）民族などの少数民族
の居住地でもある。中国と国境を接するライチャウ省とラオスに国境を接するディエンビエン（Dien
Bien）省とソンラー省がある。この地域のひとつであるソンラー省の遺跡を扱った専門書としては，
2003年にグエンカックスウ（NguyenKhacSu）氏編で社会科学出版社から刊行されたKhaoCo
HocTienSuvaSoSuSonLa（ソンラーの先史時代と原史時代の考古学）がある。
中部高原地帯は現在も少数民族の居住域であり，コンツム省，ザライ省，ダクラク省などの地であ
る。コンツム省は，西はラオスとカンボジアに国境を接し，ザライ省とダクラク省はカンボジアと国
境を接する。この地域における本格的な考古学調査は，ベトナム戦争終結後に開始された。1995年
にザライ省文化スホーツ局から刊行されたVuNgocBinh（ヴーゴックビン）氏編のTienSu
GiaLai（先史時代のザライ）がビエンホー文化についてまとめ，ラオスやカンボジアの先史遺跡との
関係も視野にいれている。また，コンツム省の旧石器時代遺跡から初期金属時代遺跡までを網羅した
大部な研究書がグエンカックスウ氏編で2007年に社会科学出版社からKhaoCoHocTienSu
KonTum（コンツムの先史考古学）として刊行されている。ダクラク省の遺跡に関しても，2004年に
社会科学出版社から同氏編でKhaoCoHocTienSuDakLak（ダクラクの先史考古学）として刊行
されている。
地域ごとの多様な土器や遺物のありかたは，新石器時代後期文化をさらに解明するためにかかせな
い今後の研究テーマであろう。
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